
分類

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

広報誌、啓発誌、ホームページ、掲示、イベントなど
様々な手法や媒体を活用した情報発信【強化】

国崎クリーンセンターにおける処理状況等の情報発信

最終処分の状況について、市民事業者への情報提供

ごみ減量出前講座、子ども向けごみ学習会の実施【重
点】

小学校４年生向け副読本「ごみ減量ワークブック」の
活用促進【重点】

国崎クリーンセンターの見学に伴う出前講座の実施
【強化】

学校園保育所等との連携強化【重点】

国崎クリーンセンター啓発施設　環境楽習館「ゆめほ
たる」との連携

自治会、コミュニティ等との連携【重点】

市民、事業者への情報発信

○

○

○

ごみの分別及び適正排出の徹底
　・紙類の分別、資源化の促進【強化】
　・プラスチック製容器包装の分別の促進【強化】
　・ペットボトルの分別の促進【強化】
　・事業系ごみの排出者責任の徹底【強化】

分別ルールのわかりやすい啓発

市民、事業者への情報発信及び支援事業の実施

○

○

生ごみの減量化の促進
　・食べ残し、手付かず食品ごみの削減【強化】
　・エコクッキングの実践【強化】
　・生ごみの水切りの促進【強化】
　・生ごみの堆肥化

よく考えて必要なだけ購入する、不要なものは断る、
修理をして長く使うなどごみを出さない行動の実践

○ 容器包装ごみの削減
　・マイバッグ持参レジ袋の削減【強化】
　・詰め替え品の利用、過剰包装の削減、簡易
　　包装、ばら売り、量り売りの促進【強化】

○ マイバッグ持参ノーレジ袋運動の実施【強化】

○ マイバッグ持参など消費者に向けた啓発

○ 製造、流通過程における発生抑制

○ スリムリサイクル宣言店など市内事業所との連携【強
化】

課題と関連施策一覧

課　題

ご
み
の
減
量
化

川西市一般廃棄物処理基本計画における関連施策

啓
発
・
情
報
発
信

○

○

○

　

○

○

○

○

現状（排出量、処理量等）について、市民へのＰＲが不
足している。

啓発が不十分である。

ごみの分別方法が分かりづらい部分がある。

 ※ステーション排出実態調査結果で
　　特に多い間違い。
    ( ［　］内は間違った分別の割合 )

　・燃やさないごみ
　　　　　　［13％］：電池（本来は有害ごみ）、
                              靴・鞄（本来は燃やすごみ）
　　　　　　［ 5％］：リユース可能な小型家電
　・有害ごみ
　　　　　　［ 7％］：蛍光灯型でない電球、
　　　　　　　　　　　ボタン電池、充電池
　・ビン
　　　　　　［ 5％］：リターナブルビン
　　　　　   　※色別では、茶色ビンが間違いやすい。
　　　　　   　　約10％分別間違いがみられる。

  ・大型ごみ
　　　 　　［ 4％］：燃やすごみ、
　　　 　　  　　　　燃やさないごみ、
                  　　    ダンボール、古布
  　　　　［19％］：リサイクル可能な大型ごみ

間違いやすい分別のＰＲ（広報、パンフレット等）が必
要である。

ごみの減量方法の周知が不足している。

レジ袋の削減、エコバックの利用促進。

過剰包装（個包装）、大量生産の多さ。

(2)1022 

資料4 



分類 課　題 川西市一般廃棄物処理基本計画における関連施策

ご
み
の
有
料
化

○

○

賛成意見もあるが、反対意見（してほしくない）も多
い。

大型ごみは有料化では減らない。

○

○

大型ごみ有料制の検討

ごみの有料化についての調査研究

○ リターナブルビンの利用等リユースの促進

○
フリーマーケットやバザー、リユースショップ等の活
用

○ リサイクル情報誌「りぼん」の利用促進

○ 店頭回収の促進

○ 市内事業所の取り組みや店頭回収等の情報収集【強
化】

○ 店頭回収など事業所の取り組みに関する情報提供

○ 集団回収への積極的な参加【強化】

ご
み
袋

○ 黒いごみ袋では中身がわからない。 ○ ごみ袋の透明半透明化の調査研究及び導入の検討

○ 安定的、効率的な分別収集の実施

○ 市民ニーズに対応した収集サービスの充実

そ
の
他

○

○

○

○

ステーション管理の問題。（高齢化、設置場所、自治会
未加入者等）

動物などによる被害。

缶、紙、布、大型ごみ（家具など）の抜き取り。

不法投棄。（市外からのもの、市内他地区からのもの）

収
集
運
搬

リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

○

○

○

○

○

○

○

○

リターナブルビン引取店が少ない。

不用品の処分がわからない。

「り・ぼ・ん」の周知が十分でない。

自治会や子ども会の集団回収が停滞している。

店頭回収の利用促進。

高齢者宅のごみ収集が必要。

戸別収集の検討が必要。

収集時間のずれがある。


